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要
予
約

午後１時
　   ～４時

3,497
823と　き

ところ
主催・
連絡先

第４回定例会
　

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

に
「
準
要
保
護
生
徒
の
中
学

校
入
学
準
備
に
か
か
る
援
助
費

の
支
給
日
の
3
月
へ
の
変
更
」

や
「
6
放
課
後
ル
ー
ム
の
整
備

費
」
等
の
一
般
会
計
補
正
予
算

が
組
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
で
も
再
三
求
め
て
き
た
予
算

で
あ
り
、
賛
成
で
き
る
も
の
で

す
。
し
か
し
、
小
学
校
入
学
準

備
に
か
か
る
援
助
費
支
給
日
に

つ
い
て
は
「
他
自
治
体
の
例
な
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生まれかわった二重川
　水害ばかり起こしてきた二重川（ふたえがわ）。川幅

も拡がり整備されて 13 年。今ではカワセミが飛び交い、

魚が泳ぎ、多くの住民が散歩を楽しんでいます。「二重

川に親しむ会」の方々が、毎月草刈りや清掃に取り組ん

でいます。

船橋再発見

ど
を
参
考
に
し
方
針
を
検
討
す

る
」
と
し
現
状
の
ま
ま
で
す
。

ま
た
、
放
課
後
ル
ー
ム
整
備
に

お
い
て
も
、
13
ル
ー
ム
・
94
人

の
待
機
児
（
16
年
4
月
1
日
）

解
消
の
見
通
し
も
立
っ
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
も
両
事
業
の
改
善

を
求
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
北
部
清
掃
工
場
余

熱
利
用
施
設
」
や
「
ふ
な
ば
し

三
番
瀬
海
浜
公
園
及
び
ふ
な
ば

し
三
番
瀬
環
境
学
習
館
」
の
新

た
に
建
設
さ
れ
た
施
設
を
指
定

管
理
者
に
管
理
運
営
さ
せ
る
議

案
も
提
出
さ
れ
、
日
本
共
産
党

以
外
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市

直
営
で
あ
っ
た
中
央･

北･

東

図
書
館
に
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
議
案
も
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

指
定
管
理
者
導
入
で
は
、
そ

の
施
設
で
働
く
労
働
者
の
賃

金
が
い
か
に
安
く
見
積
ら
れ
て

い
る
か
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
行
政
事
務
や
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
続
で
き
な

　
船
橋
市
議
会
第
４
回
定
例
会
（
11
月
17
日
～

12
月
20
日
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
、
市
立
図
書
館
、
北
部
清
掃
工
場

余
熱
利
用
施
設
、
三
番
瀬
環
境
学
習
館
な
ど
の

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
は「
市
直
営
で
行
う
べ
き
」

と
こ
れ
ら
の
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
分
署
・
訓
練
場
新
築
工
事
の
契
約
先
で

あ
る
奥
村
組
が
官
製
談
合
防
止
法
違
反
容
疑
の

逮
捕
者
を
出
し
た
こ
と
を
受
け
、
市
長
が
契
約

　

昨
年
、
平
和
首
長
会
議
が
国

内
総
会
で
安
倍
首
相
あ
て
の
要

請
文
を
確
認
し
ま
し
た
。
国
連

の
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉

を
来
年
開
始
す
る
決
議
」
を
歓

迎
す
る
と
表
明
し
、
決
議
に

反
対
し
た
日
本
政
府
の
姿
勢
は

「
極
め
て
遺
憾
」
と
し
た
内
容

で
す
。

　

船
橋
市
も
こ
の
会
議
の
メ
ン

バ
ー
で
す
。

　

し
か
し
総
会
前
、
毎
日
新
聞

に
核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い

て
賛
否
を
問
わ
れ
た
船
橋
市

は
、
「
条
約
は
国
の
専
管
事
項
」

と
し
て
回
答
を
避
け
ま
し
た
。

　

海
老
川
上
流
域
で
の
大
規

模
な
民
間
の
区
画
整
理
事
業

（
78
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
市
民

の
税
金
が
途
方
も
な
く
注
が
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

20
年
以
上
頓
挫
し
て
い
た
開

発
を
市
長
が
「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ

ウ
ン
構
想
」
で
救
済
す
る
も
の

で
す
。
市
は
「
医
療
セ
ン
タ
ー

の
移
設
と
用
地
の
取
得
」
「
新

駅
誘
致
に
つ
い
て
の
整
備
費
の

負
担
」
「
事
業
へ
の
助
成
」
な

ど
の
支
援
を
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

区
画
整
理
事
業
の
総
事
業
費

は
3
3
4
億
円
で
、
う
ち
市
の

財
政
負
担
は
開
発
助
成
金
77
・

8
億
円
。
そ
の
他
に
、
東
葉
線

世
界
の
流
れ
に
逆
行
ー
核
兵
器
禁
止
条
約
に

「
賛
成
」
と
言
え
な
い
船
橋
市
長　

「
従
来
、
市
長
は
平
和
の
大
切

さ
を
訴
え
て
き
た
の
に
矛
盾
し

て
い
る
」
と
議
会
で
質
し
ま
し

た
。

　

市
長
は
「
国
連
の
や
り
と
り

を
見
て
い
な
い
た
め
回
答
を
保

留
し
た
。
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ

す
考
え
は
変
わ
ら
な
い
」
と
答

え
ま
し
た
が
、
毎
日
新
聞
の
調

査
に
回
答
し
た
首
長
の
７
割

は
条
約
に
賛
成
で
す
。
国
追
随

の
市
の
姿
勢
が
際
立
っ
て
い
ま

す
。

　

被
爆
者
が
存
命
の
う
ち
に
核

兵
器
を
廃
絶
で
き
る
よ
う
力
を

尽
く
す
べ
き
で
す
。

の
新
駅
誘
致
49
・
6
億
円
、
医

療
セ
ン
タ
ー
用
地
54
億
円
と
算

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
総

事
業
費
が
増
え
る
可
能
性
が
あ

り
、
市
の
負
担
は
ど
こ
ま
で
膨

ら
む
か
不
透
明
で
す
。
こ
の
費

用
は
「
市
費
と
借
金
」
＝
市
民

の
お
金
を
つ
ぎ
込
む
考
え
で
、

し
わ
寄
せ
は
市
民
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
地
に
は

57
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
が

あ
り
、
海
老
川
上
流
域
の
自
然

環
境
を
壊
し
、
広
大
な
都
市
農

地
を
つ
ぶ
す
も
の
で
、
将
来
の

船
橋
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ

て
も
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
問

題
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

議
案
を
撤
回
す
る
事
態
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
定
例
会
召
集
直
後
に
市
長
か
ら
突
然
会

期
中
の
海
外
出
張
の
申
し
出
が
あ
り
、
議
事
日

程
が
変
更
さ
れ
る
な
ど
議
会
運
営
が
混
乱
し
ま

し
た
。

  

日
本
共
産
党
は
、
一
般
質
問
で
子
ど
も
の
貧

困
対
策
、
海
老
川
上
流
開
発
問
題
、
農
地
の
保

全
な
ど
を
取
り
上
げ
、
議
員
発
議
の
意
見
書
案

で
木
更
津
基
地
の
オ
ス
プ
レ
イ
定
期
整
備
拠
点

化
中
止
、
学
校
改
修
予
算
の
拡
充
な
ど
を
提
案

し
論
戦
を
行
い
ま
し
た
。

市
立
図
書
館
な
ど
を
指
定
管
理
者
に

ー
公
的
責
任
の
後
退
ま
ね
く

ー

く
し
て
し
ま
う
指
定
管
理
者
の

導
入
は
や
め
る
べ
き
と
の
立
場

中
学
校
入
学
準
備
金
の
支
給
が
３
月
に

か
ら
、
日
本
共
産
党
は
補
正
予

算
に
反
対
し
ま
し
た
。

民
間
開
発
に
莫
大
な
市
費
投
入
と
な
る

「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
」
ー
海
老
川
上
流
域
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中
学
校
で
は
部
活
動
に
よ
る

教
員
の
多
忙
化
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
は
週
1
日
以
上
の

ノ
ー
部
活
動
デ
ー
を
呼
び
掛
け

て
い
る
と
言
い
ま
す
が
、
文
科

省
は
中
学
校
の
部
活
動
は
週
2

日
以
上
の
休
養
日
を
提
唱
し
て

い
ま
す
。

　

部
活
動
は
生
徒
に
と
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
に
触
れ
る
場
で

　

市
は
現
在
、
「
船
橋
市
緑
の

基
本
計
画
」
改
定
版
の
策
定
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在

公
に
さ
れ
て
い
る
改
定
案
の
大

き
な
問
題
点
の
一
つ
は
、
市
内

農
地
の
保
全
・
再
生
に
関
す
る

施
策
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で

す
。

　

昨
年
5
月
、
政
府
が
閣
議
決

定
し
た
都
市
農
業
振
興
基
本
計

　

海
老
川
上
流
の
「
区
画
整
理

事
業
」
計
画
が
、
市
長
の
「
テ

コ
入
れ
」
の
よ
う
な
形
で
動
き

　

ト
イ
レ
改
修
工
事
に
使
わ
れ

る
国
の
交
付
金
が
あ
ま
り
に
も

少
な
い
た
め
に
、
予
定
し
て
い

た
工
事
が
で
き
な
い
と
い
う
状

況
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
の
第
2
次
補
正
予
算
で
、

6
億
3
1
0
0
万
円
が
交
付
さ

れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
初

予
算
で
見
送
ら
れ
た
中
学
校

5
校
分
の
ト
イ
レ
改
修
費
と
、

2
0
1
7
年
度
当
初
に
予
定
し

て
い
た
、
小
学
校
10
校
分
、
中

　

議
会
に
提
案
さ
れ
て
い
た
消

防
古
和
釜
分
署
・
訓
練
場
新
築

工
事
の
契
約
議
案
が
談
合
問
題

で
取
り
下
げ
に
な
る
と
い
う
異

例
の
事
態
が
あ
り
ま
し
た
。
契

約
先
の
奥
村
組
元
社
員
が
三
重

県
で
の
工
事
で
官
製
談
合
防
止

法
違
反
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
談
合

事
件
に
か
か
わ
っ
た
事
業
者
に

工
事
を
発
注
し
な
い
の
は
当
然

の
こ
と
で
す
。

　

同
時
に
、
撤
回
さ
れ
た
契
約

議
案
も
、
応
札
が
奥
村
組
1

社
の
み
、
予
定
価
格
に
対
す
る

落
札
率
1
0
0
％
の
契
約
金
額

で
、
談
合
を
想
起
さ
せ
る
入
札

結
果
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

入
札
談
合
は
、
競
争
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
市
民
の
利
益
を
侵

害
す
る
も
の
で
許
さ
れ
な
い
こ

と
で
す
。
入
札
談
合
を
許
さ
な

い
市
の
契
約
事
務
の
執
行
を
求

め
ま
し
た
。

　

新
船
橋
駅
東
側
の
工
業
地

域
（
旭
ガ
ラ
ス
跡
地
）
に
再

開
発
さ
れ
た
ま
ち
が
、
フ
ラ

ン
ス
で
評
価
さ
れ
「
認
証
」

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
パ
リ
で
の
認
証
式
に
松

戸
徹
船
橋
市
長
が
、
開
発
業

者
の
野
村
不
動
産
・
中
井
会

長
と
出
席
し
ま
し
た
。

　

普
通
で
も
、
開
発
業
者
と

「
規
制
を
す
る
立
場
の
船
橋

市
」
の
市
長
が
同
席
す
る
、

と
い
う
の
は
「
癒
着
」
を
暗

示
さ
せ
ま
す
が
、
今
回
の
同

席
に
は
そ
れ
以
上
の
違
和
感

が
あ
り
ま
す
。

　

な
ぜ
か
と
言
え
ば
、
こ

の
再
開
発
さ
れ
た
地
域
は
、

船
橋
市
の
都
市
計
画
で
は
、

「
工
業
地
域
」
の
ま
ま
で
「
建

築
物
の
高
さ
が
20
メ
ー
ト
ル

　

教
育
委
員
会
や
子
育
て
支
援

部
等
の
連
携
で
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
に
と
り
く
む
責
任
体
制

を
構
築
し
、
ま
ず
実
態
の
把
握

を
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
市

は
、
「
今
後
子
ど
も
の
実
態
調

査
を
行
う
た
め
、
他
自
治
体
の

情
報
を
収
集
し
、
国
の
調
査

研
究
も
把
握
し
た
上
で
検
討
す

る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

全
国
で
給
食
費
の
補
助
制
度

が
広
が
る
中
、
県
内
で
も
神
崎

町
の
半
額
補
助
な
ど
、
18
市
町

子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
を

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
で
追
加
補
正
予
算

海
老
川
上
流
の
あ
り
方
を

特
別
委
員
会
で
検
討
す
る
こ
と
に

消
防
古
和
釜
分
署
・

訓
練
場
新
築
工
事
の

議
案
が
取
り
下
げ
に

農
地
保
全
・
再
生
を

「
緑
の
基
本
計
画
」

の
柱
に

内　　容 結果 共産 自由 公明 清風 新成 市民 民進

陳 
情

都市再生機構管理賃貸住宅の無制限な家賃値上げをやめ、住宅セイフ
ティネットの機能強化等を求める意見書提出に関する陳情 採択 ○ ○ × ○ ○ ○

平成 29 年度からの特別徴収額の決定通知書への個人番号記載中止に
関する陳情 不採択 ○ × × × ○ ○ ×

核兵器の廃絶と恒久平和を求める意見書提出に関する陳情 不採択 ○ × × × × ○ ○

日
本
共
産
党
提
案
の
意
見
書

労働基準法改定案を撤回し、労働時間延長の上限規制を設ける新しい
同法改正案提出を求める意見書 否決 ○ × × × × ○ ○

TPP 承認案と関連法案を廃案にするよう求める意見書 否決 ○ × × × × ○ ○
自衛隊の南スーダン PKO 派遣部隊に安保法制に基づく新たな任務を
付与することを中止し、現地から撤退させることを求める意見書 否決 ○ × × × × ○ ×

木更津基地への米軍機オスプレイ定期整備拠点化と自衛隊へのオスプ
レイ配備の中止を求める意見書 否決 ○ × × × × ○ ×

沖縄県東村高江に派遣している千葉県警機動隊の撤収を求める意見書 否決 ○ × × × × ○ ×

公立小中学校の改修費用に対する国からの抜本的な予算拡充を求める
意見書 否決 ○ × × × × ○ ○

給付制奨学金の創設と学費負担軽減を求める意見書 否決 ○ × × × ○ ○ ○

第 4 回定例会　日本共産党提案の意見書と主な陳情への態度

学
校
6
校
分
、
特
別
支
援
学
校

の
ト
イ
レ
改
修
工
事
な
ど
が
、

実
施
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
「
公
立
学
校
整
備

費
」
は
こ
の
20
年
間
で
大
幅
に

削
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
は
国

に
対
し
て
予
算

の
抜
本
的
な
増

額
を
求
め
る
べ

き
で
す
。

共
産
＝
日
本
共
産
党（
8
人
）、自
由
＝
自
由
市
政
会（
12
人
）、公
明
＝
公
明
党

（
10
人
）、清
風
＝
船
橋
清
風
会（
6
人
）、新
成
＝
新
成（
6
人
）、市
民
＝
市
民

社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
4
人
）、民
進
＝
民
進
党（
3
人
）、退
＝
退
席

×
退：2

ま
で
」
と
決
め
ら
れ
て
い
る

地
域
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
「
地
区
計
画
」

制
度
を
使
っ
て
「
高
さ
を
31

メ
ー
ト
ル
ま
で
」
許
可
で
き

る
と
い
う
緩
和
策
を
き
め
、

再
開
発
業
者
に
便
宜
を
与
え

た
の
で
す
。

　

そ
れ
を
「
外
国
の
評
価
」

を
も
と
に
「
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
が
明
確
に
な
っ

た
」
な
ど
と
喜
ぶ
の
は
、
無

責
任
の
極
み
で
す
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
街

に
く
ら
す
小
学
生
は
、
学
校

不
足
で
遠
い
学
校
に
バ
ス
で

通
学
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。

　

こ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
続

け
ら
れ
て
は
船
橋
の
将
来
が

不
安
で
す
。

あ
り
、
活
動
を
通
じ
て
様
々
な

体
験
を
す
る
教
育
的
側
面
も
あ

り
ま
す
が
、
行
き
過
ぎ
た
活
動

は
無
理
や
弊
害
を
生
み
ま
す
。

 

部
活
動
の
休
養
日
を
週
2
日

と
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
が
、 

市
は
「
こ
れ
ま
で
同
様
週
1
日

以
上
の
休
養
日
は
積
極
的
に
取

る
よ
う
指
導
を
す
る
」
と
い
う

消
極
的
な
答
弁
で
し
た
。

村
が
給
食
費
の
一
部
補
助
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
貧

困
対
策
と
し
て
、
多
子
世
帯
へ

の
給
食
費
補
助
や
、
中
学
新
一

年
生
の
4
月
の
給
食
を
実
施
す

べ
き
と
求
め
ま
し
た
が
、
「
む

ず
か
し
い
」
と
改
善
の
姿
勢

を
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
歯
科
検
診
の
受
診
状
況
か

ら
子
ど
も
の
問
題
を
把
握
す
る

こ
と
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
配
置
等
を
求
め
ま

し
た
。

地
区
計
画
制
度
を
悪
用
し
て
、

高
さ
制
限
を
1
・
55
倍
ま
で
緩
和

が
急
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
で
も
、
こ
れ
を
そ
の
ま

ま
に
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な

ノ
ー
部
活
動
デ
ー
は
週
2
日
に

市
長
は
喜
ん
で
い
る
が
、

こ
れ
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か

画
で
、
市
町
村
の
緑
の
基
本
計

画
に
都
市
農
地
の
保
全
を
位
置

づ
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
「
土
地

利
用
計
画
に
お
け
る
都
市
農
地

の
位
置
付
け
を
転
換
し
、
計
画

的
に
農
地
の
保
全
を
誘
導
す
る

こ
と
が
必
要
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
も
踏
ま
え
、
「
農

地
の
保
全
・
再
生
を
緑
の
基
本

計
画
の
太
い
柱
に
す
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
」
と
質
し
ま
し

た
。
都
市
整
備
部
長
は
「
経
済

部
と
連
携
し
具
体
的
な
施
策
の

策
定
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

い
、
と
い
う
こ
と
か
ら
「
海
老

川
上
流
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
調

査
研
究
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
、
調
査
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
15
名
の
委
員
で

1
月
19
日
か
ら
実
質
審
議
に
入

り
ま
し
た
。


